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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸を中心として放射状に設けられる複数の羽根を有し、前記回転軸と共に回転する
ことによって発生する遠心力を利用して、前記羽根の前縁側から取り込んだ流体を、前記
羽根の後縁側から回転軸径方向外側に向けて圧送した後、羽根なしディフューザ内に吐き
出すようにした遠心式圧縮機のインペラであって、
　前記後縁の縁前端及び縁後端を、前記後縁の縁中央部よりも回転軸径方向外側に配置し
、
　前記縁前端及び前記縁後端の厚さを、前記縁中央部の厚さよりも薄くする
　ことを特徴とする遠心式圧縮機のインペラ。
【請求項２】
　請求項１に記載の遠心式圧縮機のインペラにおいて、
　前記縁前端と前記縁後端とを、回転軸径方向においてずらして配置する
　ことを特徴とする遠心式圧縮機のインペラ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠心式圧縮機に用いられるインペラの羽根における後縁形状に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、遠心式圧縮機においては、回転軸と共に回転するインペラの遠心力を利用して
、インペラの前縁側から取り込んだ流体を、インペラの後縁側から回転軸径方向外側に向
けて圧送して、ディフューザ内に吐き出すようにしている。つまり、遠心式圧縮機内に取
り込まれた流体は、回転するインペラの流路内を通過する過程において昇圧された後、デ
ィフューザ内に流されて減速されることになる。そして、このような、従来の遠心式圧縮
機としては、例えば、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３３８３０２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、流体がインペラの流路内を通過する際には、その流体に、流路壁面との間で摩
擦が生じてしまう。このため、流路出口を構成するインペラの後縁においては、流路壁面
側を流れる流体の全圧が低下してしまい、圧力損失を招くことになる。特に、遠心式圧縮
機が小流量運転を行う場合には、ディフューザの流路壁面において、流体の剥離が顕著と
なり、更なる圧力損失を招いてしまう。
【０００５】
　また、遠心式圧縮機のディフューザとしては、羽根付きディフューザと、羽根なしディ
フューザとが、提供されている。一般に、ディフューザ内にディフューザ羽根を設けるこ
とにより、圧力損失の抑制を図ることが可能となっている。
【０００６】
　上記特許文献１に開示された遠心式圧縮機においては、羽根付きディフューザを備えて
おり、ディフューザ内に流入した流体がディフューザ羽根に接触した際に発生する騒音や
圧力脈動を低減することを目的として、インペラの後縁形状を規定している。即ち、特許
文献１に開示されたインペラの後縁形状は、羽根なしディフューザ内に生じる圧力損失に
対応するものではなかった。
【０００７】
　従って、本発明は上記課題を解決するものであって、羽根なしディフューザ内に流入し
た流体の全圧分布を一定にすることにより、機械運転効率の向上を図ることができる遠心
式圧縮機のインペラを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決する第１の発明に係る遠心式圧縮機のインペラは、
　回転軸を中心として放射状に設けられる複数の羽根を有し、前記回転軸と共に回転する
ことによって発生する遠心力を利用して、前記羽根の前縁側から取り込んだ流体を、前記
羽根の後縁側から回転軸径方向外側に向けて圧送した後、羽根なしディフューザ内に吐き
出すようにした遠心式圧縮機のインペラであって、
　前記後縁の縁前端及び縁後端を、前記後縁の縁中央部よりも回転軸径方向外側に配置し
、
　前記縁前端及び前記縁後端の厚さを、前記縁中央部の厚さよりも薄くする
　ことを特徴とする。
【０００９】
　上記課題を解決する第２の発明に係る遠心式圧縮機のインペラは、
　前記縁前端と前記縁後端とを、回転軸径方向においてずらして配置する
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　従って、本発明に係る遠心式圧縮機のインペラによれば、羽根の後縁における縁前端及



(3) JP 6168705 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

び縁後端を、羽根の後縁における縁中央部よりも回転軸径方向外側に配置することにより
、縁前端及び縁後端を通過する流体に対して作用する遠心力を、縁中央部を通過する流体
に対して作用する遠心力よりも、大きくすることができる。これにより、後縁を通過する
流体の全圧分布を、縁中央部から縁前端及び縁後端に向かうに従って、漸次大きくするこ
とができるので、インペラから羽根なしディフューザに吐き出された流体に対して、壁面
との間で摩擦が起きて、圧力損失が生じても、そのディフューザ内を流れる流体の全圧分
布を、一定（均一）にすることができる。この結果、遠心式圧縮機における運転効率の向
上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施例に係るインペラを適用した遠心式圧縮機の概略構成を示した縦
断面図である。
【図２】図１の要部拡大図であって、羽根における後縁形状の一例を示した図である。
【図３】羽根における後縁形状の他の例を示した図である。
【図４】羽根の後縁高さと羽根の後縁厚さとの関係を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係る遠心式圧縮機について、図面を用いて詳細に説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１に示すように、遠心式圧縮機１は、ケーシング１０、回転軸２０、及び、インペラ
３０等から構成されている。具体的に、ケーシング１０は、中空形状をなしており、その
中空部内には、回転軸２０が軸受を介して回転可能に支持されている。そして、回転軸２
０には、インペラ３０が外嵌されている。
【００１５】
　インペラ３０は、ハブ３１、前側シュラウド３２、及び、複数の羽根３３から構成され
ている。ハブ３１は、外径が回転軸方向前方側から後方側に向かうに従って漸次拡径する
ような、円環状に形成されており、その中心孔に回転軸２０が嵌入されている。また、前
側シュラウド３２は、ハブ３１の径方向外側に配置されており、内径が回転軸方向前方側
から後方側に向かうに従って漸次拡径するような、円環状に形成されている。
【００１６】
　更に、羽根３３は、ハブ３１の外周面と前側シュラウド３２の内周面との間において、
回転軸２０を中心として、放射状に介在されており、回転軸方向前方側から後方側に向か
うに従って、回転軸径方向外側に向けて漸次湾曲するように形成されている。
【００１７】
　即ち、インペラ３０には、ハブ３１の外周面、前側シュラウド３２の内周面、及び、回
転軸周方向に隣接する２つの羽根３３によって囲まれる複数の空間が、回転軸２０を中心
として、放射状に形成されており、これらの空間は、流体Ｇが通過する流路３４となって
いる。そして、流路３４の前壁面３４ａ及び後壁面３４ｂは、前側シュラウド３２の内周
面及びハブ３１の外周面によって形成されており、流路３４全体としては、回転軸方向前
方側から後方側に向かうに従って、回転軸径方向外側に向けて漸次湾曲するように形成さ
れている。
【００１８】
　以上より、インペラ３０は、回転軸２０と共に回転することによって発生する遠心力を
利用して、流体Ｇを、流路３４の入口を構成する羽根３３の前縁３３ａ側から取り込んだ
後、流路３４の出口を構成する羽根３３の後縁３３ｂ側から回転軸径方向外側に向けて吐
出可能となっている。このとき、インペラ３０内に取り込まれた流体Ｇは、流路３４を通
過する過程において昇圧される。
【００１９】
　これに対して、ケーシング１０には、吸入通路１１と、排出通路となるディフューザ１
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２とが形成されている。
【００２０】
　吸入通路１１は、インペラ３０の回転軸方向前方側（流体流れ方向上流側）に配置され
ており、ケーシング１０の外部から吸い込んだ流体Ｇを、回転軸方向に沿って、インペラ
３０における羽根３３の前縁３３ａ側に案内する環状通路となっている。
【００２１】
　また、ディフューザ１２は、インペラ３０の回転軸径方向外側（流体流れ方向下流側）
に配置されており、回転軸径方向に延びる環状通路となっている。つまり、ディフューザ
１２には、環状の前壁面１２ａ及び後壁面１２ｂが形成されている。そして、ディフュー
ザ１２の環状入口１２ｃは、前壁面１２ａの径方向内側端（流体流れ方向上流端）と後壁
面１２ｂの径方向内側端（流体流れ方向上流端）とによって形成されており、インペラ３
０における流路３４の出口（羽根３３の後縁３３ｂ）と、回転軸径方向において対向して
いる。
【００２２】
　以上より、ディフューザ１２は、インペラ３０の流路３４内で圧縮された流体Ｇを、前
壁面１２ａと後壁面１２ｂとの間に取り込んだ後、その取り込んだ流体Ｇを減速させなが
ら、回転軸径方向外側に向けて排出するようになっている。
【００２３】
　なお、ディフューザ１２は、所謂、羽根なしディフューザとなっており、ディフューザ
内における圧力損失の抑制を図るためのディフューザ羽根を、有してはいない。
【００２４】
　従って、遠心式圧縮機１を運転させると、回転軸２０が回転し、この回転軸２０と共に
インペラ３０も回転する。これにより、ケーシング１０の吸入通路１１内に吸い込まれた
流体Ｇは、回転するインペラ３０の流路３４内に取り込まれることによって圧縮された後
、当該流路３４内から吐き出される。次いで、インペラ３０から吐き出された流体Ｇは、
ディフューザ１２内に取り込まれることによって、減速及び整流化された後、当該ディフ
ューザ１２内から排出される。
【００２５】
　ここで、図２に示すように、インペラ３０においては、流路３４の出口を構成する羽根
３３の後縁３３ｂを、回転軸径方向内側に向けて円弧状に窪ませている。
【００２６】
　具体的に、後縁３３ｂは、縁前端４１及び縁後端４２から縁中央部４３に向かうに従っ
て、回転軸径方向内側に向けて漸次湾曲するように形成されている。即ち、縁前端４１及
び縁後端４２を、回転軸径方向において同じ位置に配置すると共に、縁中央部４３よりも
回転軸径方向外側に配置している。
【００２７】
　なお、縁前端４１は、後縁３３ｂにおいて最も前側シュラウド３２側に位置して、当該
前側シュラウド３２における内周面の下流端（流路３４における前壁面３４ａの下流端）
と接合されている。また、縁後端４２は、後縁３３ｂにおいて最もハブ３１側に位置して
、当該ハブ３１における外周面の下流端（流路３４における後壁面３４ｂの下流端）と接
合されている。そして、縁中央部４３は、縁前端４１と縁後端４２との間の中間部に位置
して、流路３４を流れる流体Ｇの主流れが通過する部位となっている。
【００２８】
　以上より、縁前端４１及び縁後端４２における回転軸２０の回転中心を中心とする半径
は、縁中央部４３における回転軸２０の回転中心を中心とする半径よりも、長くなる。こ
れにより、流路３４の前壁面３４ａに沿って流れて縁前端４１を通過する流体Ｇ、及び、
流路３４の後壁面３４ｂに沿って流れて縁後端４２を通過する流体Ｇは、流路３４の中央
部を流れて縁中央部４３を通過する流体Ｇよりも、大きな遠心力が作用する。
【００２９】
　従って、後縁３３ｂを通過する流体Ｇの全圧分布Ｐを、縁中央部４３から縁前端４１及



(5) JP 6168705 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

び縁後端４２に向かうに従って、漸次大きくすることができるので、インペラ３０からデ
ィフューザ１２内に吐き出された流体Ｇに対して、前壁面１２ａ及び後壁面１２ｂとの間
で摩擦が起きて、圧力損失が生じても、そのディフューザ１２内を流れる流体Ｇの全圧分
布を、一定（均一）にすることができる。この結果、遠心式圧縮機１における運転効率の
向上を図ることができる。
【００３０】
　なお、上述した実施形態においては、後縁３３ｂの凹形状を円弧形状としているが、後
縁３３ｂの凹形状は、縁前端４１及び縁後端４２が縁中央部４３よりも回転軸径方向外側
に配置されていればよく、例えば、後縁３３ｂの凹形状を、図３（ａ）乃至（ｄ）に示す
ような、凹形状としても構わない。
【００３１】
　具体的に、図３（ａ）に示した凹形状では、羽根３３の後縁３３ｂを、回転軸径方向内
側に向けて円弧状に窪ませているものの、縁前端４１と縁後端４２とを、回転軸径方向に
おいてずらして配置している。即ち、縁前端４１及び縁後端４２を、縁中央部４３よりも
回転軸径方向外側に配置するだけでなく、更に、縁前端４１を縁後端４２よりも回転軸径
方向外側に配置させている。なお、その逆であっても良く、縁後端４２を縁前端４１より
も径方向外側に配置させても構わない。
【００３２】
　また、図３（ｂ）に示した凹形状では、羽根３３の後縁３３ｂを、回転軸径方向内側に
向けて円弧状に窪ませているものの、縁中央部４３のみを回転軸径方向内側に向けて窪ま
せている。即ち、縁前端４１及び縁後端４２を、回転軸径方向において同じ位置に配置す
ると共に、縁中央部４３よりも回転軸径方向外側に配置している。
【００３３】
　このように、縁中央部４３のみを回転軸径方向内側に向けて窪ませる場合には、図３（
ｃ），（ｄ）に示すように、縁中央部４３を、矩形状やくさび状に切り欠いても構わない
。
【００３４】
　更に、上述した実施形態においては、羽根３３の後縁３３ｂを凹形状とすることにより
、縁前端４１及び縁後端４２を通過する流体Ｇの全圧を、縁中央部４３を通過する流体Ｇ
の全圧よりも高くするようにしているが、これに加えて、後縁３３ｂの厚さを、縁前端４
１側及び縁後端４２側と、縁中央部４３側とにおいて変えることにより、更なる全圧差を
発生させても構わない。
【００３５】
　即ち、図４に示すように、後縁３３ｂの厚さを、縁中央部４３から縁前端４１及び縁後
端４２に向かうに従って、漸次薄くする。これにより、羽根３３の後縁３３ｂにおいては
、厚さが薄くなるに従って、圧力損失が抑制されるため、縁前端４１及び縁後端４２を通
過する流体Ｇの全圧を、縁中央部４３を通過する流体Ｇの全圧よりも、より高くすること
ができる。
【００３６】
　従って、ディフューザ１２内に吐き出された流体Ｇに対して、前壁面１２ａ及び後壁面
１２ｂとの間で摩擦が起きて、大きな圧力損失が生じても、そのディフューザ１２内を流
れる流体Ｇの全圧分布を、一定（均一）にすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明に係る遠心式圧縮機のインペラは、後縁における流体の全圧分布の改善を図るこ
とができるため、機械運転効率の向上において、極めて有益に利用することができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１　　　遠心式圧縮機
１０　　　ケーシング
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１１　　　吸入通路
１２　　　ディフューザ
１２ａ　　前壁面
１２ｂ　　後壁面
１２ｃ　　環状入口
２０　　　回転軸
３０　　　インペラ
３１　　　ハブ
３２　　　前側シュラウド
３３　　　羽根
３３ａ　　前縁
３３ｂ　　後縁
３４　　　流路
３４ａ　　前壁面
３４ｂ　　後壁面
４１　　　縁前端
４２　　　縁後端
４３　　　縁中央部
　Ｇ　　　流体

【図１】 【図２】
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